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研究成果の概要（和文）：　高齢者のうつは死亡率を増加させるため、予防や早期発見は重要である。本研究
は、うつに影響する食品や栄養を探索する目的で行っている。本研究は三重県立看護大学の倫理委員会の承認を
受けて実施した。2016年2月～2017年2月の期間に計5回の質問紙調査を実施した。乳製品の摂取が無気力を改善
することが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Prevention and early detection of depression in elderly are important. This 
study aims to explore foods and nutrients affecting depression. This study suggested that the intake
 of dairy products improves apathy. 　　

研究分野： 精神看護
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 厚生労働省が実施する患者調査による
と、65 歳以上の気分障害の外来受診者数は、
平成 11 年度で 12,700 人、平成 23 年度で
19,100 人と増加傾向にある。高齢者のうつ病
で生じる、抑うつ気分、睡眠障害、無気力な
どのうつ症状は、死亡率を増加させる危険因
子として報告されている。そのため、これら
のうつ症状の予防や早期発見などの看護介
入が重要である。 
 
(2) うつ症状に影響を与える要因の中で、
介入可能な要因として食事摂取がある。横断
研究において、食品や栄養素と抑うつ気分と
の関連が検討されている 1)、2)、3)。これらの研
究によると、野菜や魚、葉酸、脂肪酸の摂取
量と抑うつ気分に関連があることが報告さ
れている 4)。申請者の研究においても、うつ
症状のひとつである短期記憶の低下と乳製
品に関連があることが明らかとなり、乳製品
の摂取が短期記憶力の低下を予防すること
が示された 5)。これらの研究より、食品や栄
養素がうつ病で起こってくる様々な症状の
予防や改善に効果があることが期待される。
さらに少数ではあるが縦断研究においても、
抑うつ気分と食品や栄養素との関連が検討
され、エイコサペンタン酸やドコサヘキサエ
ン酸の摂取量が多い者は、うつ病の発症リス
クが下がるといった報告 6)や、トランス脂肪
酸がうつ病の発症リスクを上げることが報
告されている 7)。しかし一方で、魚や脂肪酸
とうつ症状の関連は、横断的には有意に関連
がみられるが縦断的には関連がみられなか
ったという報告 4)、8)もあり、横断研究と縦断
研究で一致しない報告が見られる。 
 
(3) 横断研究と縦断研究で不一致な報告に
なる原因として、先行研究では短期間で症状
の悪化、寛解を繰り返すうつ症状の特徴を考
慮していないことが考えられる。この問題に
ついては、うつ症状を短期間に複数回測定し、
うつ症状の短期間での変化を把握すること
で解決できる。しかし、既存の縦断研究では、
うつ症状をベースラインとエンドポイント
の二時点でしか評価していないため、短期間
で変化するうつ症状を明らかにすることが
できず、結果が一致しない可能性がある。う
つ症状の変化を明らかにするためには、短期
間で複数回測定しうつ症状を評価する必要
があるが、うつ症状を短期間に複数回評価し
食品・栄養素との関連を検討した研究は国内
外ともほとんどない。 
 
図１のように、うつ症状の経時的な変化を明
らかにした上で、うつ症状の経時的変化（悪
化や改善）を予測する食品および栄養素を明
らかにすることを目的とする。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        図 1 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、抑うつ気分や睡眠障害、無
気力などのそれぞれのうつ症状を短期間に
複数回測定することで、抑うつ気分、睡眠障
害、無気力の経時的変化を明らかにする。 
 
(2) 抑うつ気分、睡眠障害、無気力の経時
的変化（悪化や改善）を予測する食品を明ら
かにする。 
 
(3)  抑うつ気分、睡眠障害、無気力の経時
的変化（悪化や改善）を予測する栄養素を明
らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1) 通所介護施設に通う高齢者 500 名を対
象に、3 ヶ月間隔でうつ症状（抑うつ気分、
睡眠障害、無気力）と食品や栄養素の摂取状
況を自己式質問紙票にて評価し、ベースライ
ン調査を含め、計 5 回(1 年間追跡する)実施
する。 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 対象者は、通所介護施設に通う高齢者
500 名に実施する。除外基準として、著しく
認知機能が低下した者や重度の精神障害が
ある者で自記式質問調査が実施できない者
は対象外とした。 
 
(3) 調査項目は、基本情報として、年齢、
生別、教育歴、既往歴、生活習慣、虚弱の有
無、Body mass index を質問紙で調査する。
抑うつ気分については、自己式質問紙票であ
る老年期うつ病評価尺度を用いて評価する。
睡眠障害、無気力に関しても既存の尺度を使
用し、評価した。食品や栄養素の摂取状況に
ついては、簡易型自己式質問票（BDHQ）を用
いて評価した。 
 
(4) 自己式質問紙票の配布と回収は、研究
協力施設のスタッフが行う。研究協力施設の
施設責任者から、3 ヶ月に 1 回の調査の実施



に関する内諾は得ており、施設スタッフの協
力も得ることが可能である。匿名性を保つた
め質問紙には個人 ID のみ記載し、封筒に入
れて配布と回収を行う。 
 
(5) 測定したデータは統計解析を行い、う
つ症状の経時的変化（悪化や改善）と食品や
栄養素の関連を明らかにする。得られた結果
は、国内外の学術誌への投稿や学会発表を行
う。縦断データの分析は、アウトカムの経時
的変化の個人差と予測変数の関連を検討す
ることができる、個人成長モデリング、ラン
ダム係数モデル、マルチレベルモデル、混合
モデルを用いて行う。 
 
(6) 研究参加者のモチベーションを維持す
るため、研究協力者に対し、個別的な食事指
導などが記載された個人結果帳票を返却す
る。 
 
(7) 研究責任者は、研究を遂行するために
必要な知識を得るため、初年度は、国内外の
栄養疫学セミナーへ参加をし、基本的な栄養
学の知識を得る。また、縦断データの分析方
法を身につけるため、疫学会が開催するセミ
ナーへ参加し、分析スキルを向上させる。 
 
(8) 研究成果を論文として、国際雑誌に投
稿する。また、国際学会で八要し、専門分野
の研究者と交流を行い、研究に関する情報交
換を行う。 
 
(9) 研究協力者へのフェードバックとして、 
研究協力施設および希望があった対象者に
研究結果を提示する。また依頼があれば研修
会やセミナーなどを実施し、研究成果をフィ
ードバックする。 
 
 
４．研究成果 
(1) 計 5 回の調査を実施し、参加人数は次
の通りであった。1 回目 150 名、2 回目 151
名、3回目 123 名、4回目 129 名、5回目 150
名であった。平均年齢は、79 歳であった。各
調査の参加者のうち11～15％が1人暮らしで
あった。また、各調査における参加者の 47
～54％が抑うつ症状を有していたことが明
らかとなった。 
 
(2) 1 回目の調査を分析した結果、乳製品摂
取が多いと無気力が改善することが示唆さ
れ、国際学会 East Asian Forum of Nursing 
Scholars (EAFONS)で発表を行った。 
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